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本
論
文
は
、
文
学
史
の
中
で
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
が
占
め
る
位
置
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。 五

章
に
わ
た
っ
て
、
受
容
に
視
点
を
据
え
、
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
の
有
す
る
個
性
を
論
じ
て
き
た
。

い
ま
一
度
、
文
学
の
流
れ
の
中
に
改
め
て
「
詠
懐
詩
」
を
置
き
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認

を
し
て
お
き
た
い
。 

阮
籍
が
生
き
た
正
始
期
に
先
立
ち
、
建
安
（
一
九
六
～
二
二
〇
）
と
い
う
年
号
が
あ
る
。
こ
の
建

安
期
に
お
い
て
文
学
は
ひ
と
つ
の
転
換
点
を
迎
え
る
。
建
安
以
前
の
詩
作
は
、
「
古
詩
」
「
楽
府
」

と
呼
ば
れ
る
無
名
氏
、
詠
み
人
知
ら
ず
の
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う

し
た
作
者
不
詳
の
作
品
は
、
作
者
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
状
態
で
受
容
さ
れ
て
き
た
。 

建
安
は
、
曹
操
、
曹
丕
、
曹
植
を
初
め
、
多
く
の
名
だ
た
る
人
物
が
作
品
を
残
し
た
時
期
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
作
品
に
署
名
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
作
品
に
詠
う
内
容
も
多
様
化
し
、
現
実
に
生

き
る
作
者
の
経
験
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

作
者
と
作
品
の
関
係
を
極
め
て
形
式
的
に
確
認
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
作
品
中
の
登
場
人
物
あ
る
い

は
地
名
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
代
表
的
な
建
安
詩
人
の
詩
作
の
タ
イ
ト
ル
を
列
挙
し
、
参
照
と
す
る
。 

 

○
曹
丕 

黎
陽
作
詩
三
首
、
於
譙
作
詩
、
孟
津
詩
、
芙
蓉
池
作
詩
、
於
玄
武
陂
作
詩
、
至
廣
陵
於
馬
上
作

詩
、
雜
詩
二
首
、
於
明
津
作
詩
、
清
河
作
詩
、
代
劉
勳
妻
王
氏
雜
詩
、
黎
陽
作
詩
、
寡
婦
詩
〔
阮

籍
の
母
に
宛
て
た
も
の
〕、
令
詩
、
夏
日
詩
、
見
挽
船
士
兄
弟
辭
別
詩
、
東
閣
詩 

 

○
曹
植 

獻
詩
、
責
躬
、
應
詔
、
朔
風
詩
、
矯
志
詩
、
正
會
詩
、
閨
情
詩
、
公
讌
詩
、
侍
太
子
坐
詩
、
鬪

雞
詩
、
贈
王
粲
詩
、
贈
丁
儀
王
粲
詩
、
贈
丁
翼
詩
、
贈
白
馬
王
彪
詩
、
贈
應
氏
詩
二
首
、
三
良

詩
、
代
劉
勲
妻
王
詩
雜
詩
、
棄
妻
詩
、
遊
仙
詩
、
雜
詩
七
首
、
雜
詩
、
七
哀
詩
、
怨
詩
行
、
情

詩
、
喜
雨
行
、
詩
、
七
歩
詩
、
離
友
詩
三
首
、
妬
詩
、
四
言
詩
、
離
友
詩
、
芙
蓉
池
詩
、
言
志

詩
、
七
哀
詩
、
離
別
詩
、
述
仙
詩
、
寡
婦
詩 

 

○
王
粲 
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贈
蔡
子
篤
詩
、
贈
士
孫
文
始
、
贈
文
叔
良
、
贈
楊
德
祖
、
為
潘
文
則
作
思
親
詩
、
公
讌
詩
、
從

軍
詩
五
首
、
詠
史
詩
、
雜
詩
、
七
哀
詩
三
首 

 

○
劉
楨 

公
讌
詩
、
贈
五
官
中
郎
將
詩
四
首
、
贈
徐
幹
詩
、
贈
從
弟
詩
三
首
、
雜
詩
鬪
、
雞
詩
、
射
鳶
詩
、 

 

○
徐
幹 

贈
五
官
中
郎
將
詩
、
答
劉
楨
詩
、
情
詩
、
思
室
詩
、
於
清
河
見
挽
船
士
新
婚
與
妻
別
詩 

 

○
應
瑒 

報
趙
淑
麗
詩
、
公
讌
詩
、
侍
五
官
中
郎
將
建
章
臺
集
詩
、
別
詩
二
首
、
鬪
雞
詩 

 

例
え
ば
、
曹
丕
の
詩
題
に
見
え
る
「
芙
蓉
池
作
」
「
玄
武
陂
」
「
広
陵
」
か
ら
は
曹
丕
の
足
取
り

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
曹
植
の
詩
題
に
み
え
る
「
丁
儀
」
「
王
粲
」
「
丁
翼
」
「
白
馬
王
彪
」

は
、
彼
の
交
流
を
物
語
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
傍
線
を
付
し
た
人
名
、
地
名
は
作
品
と
作
者
の
関

係
を
保
証
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
は
、
作
者
の
経
験
あ
る
い
は
作
者
が
生
き
た
現
実
世
界

と
結
び
つ
け
て
読
ま
れ
る
枠
組
み
が
こ
こ
に
完
成
す
る
一

。 

阮
籍
が
生
き
た
正
始
（
二
四
〇
～
二
四
九
）
は
こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。「
阮
籍
は
晋
の
文
の
代
に
在
り
（
顔
延
之
）」「
顔
延
年
の
注
解
、
其
の
志
を
言
う
を
怯
る
（
鍾

嶸
）」「
嗣
宗
は
身
を
乱
朝
に
仕
え
（
李
善
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
後
世
の
注
釈
者
、
評
論
家
た
ち
が

「
詠
懐
詩
」
の
背
後
に
あ
る
現
実
に
目
を
向
け
た
の
は
、
こ
う
し
た
受
容
の
枠
組
み
の
中
に
あ
っ
て
、

至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

一
方
で
、
第
四
章
「「
詠
懐
」
と
「
言
志
」」
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、「
詠
懐
詩
」
に
お
け
る
作

品
世
界
は
建
安
詩
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。
「
詠
懐
詩
」
全
八
十
二
篇
に
詠
み
込
ま
れ
た
人
名

及
び
地
名
は
挙
げ
よ
う
。 

 

○
人
名 

二
妃
、
交
甫
（２）
王
子
晉
（４）
趙
李
（５）
東
陵
（６）
當
路
子
（７）
采
薇
士
（９）
閒
游
子
、
王
子
喬
（１０）
繁
華
子
（１２）

李
公
、
蘇
子
（１３）
、
顏
閔
、
羨
門
子
（１５）
、
小
人
、
君
子
（１６）
窮
達
士
（１８）
佳
人
（１９）
楊
朱
、
墨
子
、
趙
女
、

中
山
（２０）
夏
后
、
夸
父
、
王
子
（２２）
仙
者
（２３）
閒
都
子
（２７）
路
上
童
（２８）
應
龍
、
妖
女
（２９）
友
生
（３０）
梁
王
（３１）
孔

聖
、
松
子
、
漁
父
（３２）
故
時
人
（３４）
親
友
（３６）
雄
傑
士
（３８）
壯
士
（３９）
安
期
、
松
子
、
尼
父
（４０）
列
仙
（４１）
園
綺
、

伯
陽
、
上
世
士
（４２）
鄉
曲
士
（４３）
孤
行
士
（４９）
松
喬
（５０）
高
子
、
三
閭
、
混
沌
氏
（５１）
夸
毘
子
（５３）
子
安
、
王



81 

 

子
（５５）
傾
側
士
（５６）
非
子
、
西
王
母
、
蓬
戶
士
（５８）
丈
人
、
繽
紛
子
、
二
三
者
（５９）
儒
者
、
老
氏
（６０）
斯
人
（６２）

妖
姬
（６３）
王
子
、
浮
丘
公
、
時
人
（６５）
東
陵
、
桑
林
子
（６６）
洪
生
（６７）
奇
士
（７３）
上
世
士
、
寗
子
、
楊
歌
、

巢
由
（７４）
明
哲
士
、
便
娟
子
（７５）
玄
通
士
（７７）
神
仙
士
（７８）
佳
人
（８０）
神
仙
者
、
羨
門
、
松
喬
（８１）
少
年
子
（８２） 

 

○
地
名 

外
野
、
北
林
（１）
東
園
（３）
西
北
（４）
咸
陽
、
三
河
、
太
行
道
（５）
青
門
外
（６）
四
海
（８）
上
東
門
、
首
陽
岑

（９）
北
里
、
濮
上
（１０）
三
楚
（１１）
四
野
、
青
山
阿
（１３）
蓬
池
上
、
大
樑
（１６）
西
方
（１９）
射
山
、
通
靈
臺
（２３）
瀛
洲

（２４）
三
江
、
扶
桑
（２５）
洪
坡
顛
、
西
山
（２６）
四
海
、
瀛
洲
（２８）
大
梁
、
黃
華
顛
（２９）
魏
都
、
吹
壹
（３１）
太
華
山

（３２）
崑
岳
傍
、
列
仙
岨
（３５）
八
荒
（３９）
九
夷
（４０）
南
嶽
、
西
戎
（４２）
荒
裔
、
丹
山
際
（４３）
高
山
、
朱
堂
（４４）
增
城
、

幽
谷
（４５）
天
池
、
蓬
艾
間
、
園
圃
籬
（４６）
山
岡
、
下
林
、
前
庭
（４７）
庭
樹
、
浮
雲
（４８）
三
衢
旁
、
澤
中
（４９）
暘

谷
、
四
海
（５２）
鄧
林
（５４）
四
野
、
堂
隅
、
玉
山
下
（５７）
荒
裔
（５８）
衢
路
旁
、
橫
術
隅
（５９）
曲
城
、
沙
漠
、
九

野
坰
（６１）
陂
澤
（６３）
上
東
門
、
首
陽
基
、
九
曲
間
（６４）
伊
洛
濱
（６５）
吾
丘
、
汧
渭
間
（６６）
乾
昧
谿
、
天
津
、

南
林
、
清
都
（６８）
橫
術
、
瀛
洲
野
、
明
光
、
四
海
外
（７３）
梁
東
（７５）
射
山
阿
（７８）
林
中
、
醴
泉
、
山
岡
、
九

州
、
八
荒
、
崑
崙
西
（７９）
九
陽
間
、
隅
谷
（８１）
增
城
、
九
阿
（８２） 

（ ）
内
の
作
品
番
号
は
『
阮
籍
集
校
注
』
に
基
づ
く 

 

「
二
妃
」
「
交
甫
」
は
物
語
世
界
の
人
物
、
「
李
公
」
「
蘇
子
」
は
歴
史
上
の
人
物
、
あ
る
い
は

仙
人
と
し
て
知
ら
れ
る
「
王
子
晋
」
「
羨
門
子
」
、
実
在
す
る
人
間
と
結
び
つ
か
な
い
匿
名
性
の
高

い
「
当
路
子
」
「
采
薇
士
」
な
ど
で
あ
る
。
地
名
も
ま
た
人
名
と
同
じ
よ
う
に
、
全
作
品
に
わ
た
っ

て
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
テ
ク
ス
ト
外
の
現
実
を
そ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
具
体
性
の
伴
わ
な
い
人
名
、
地
名
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
た
作
品
は
、
建
安
の
詩
作
と
は
異
な
る

抽
象
度
の
高
い
表
現
世
界
を
構
築
す
る
。 

し
か
し
そ
う
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
建
安
詩
と
同
じ
よ
う
に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
「
詠
懐
詩
」

は
現
実
を
強
く
意
識
さ
せ
る
文
学
と
し
て
浸
透
し
た
。
こ
こ
に
阮
籍
文
学
の
特
質
が
見
出
さ
れ
る
よ

う
に
思
う
。 

第
一
章
か
ら
第
五
章
の
概
要
を
示
し
て
お
く
。 

第
一
章
「
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
み
る
時
間
の
特
質
」
で
は
、「
詠
懐
詩
」
の
表
現
に
現
れ
た
時
間

把
握
お
よ
び
生
命
把
握
に
つ
い
て
論
じ
た
。
「
一
日
復
一
夕
」
は
、
阮
籍
詩
に
お
い
て
初
め
て
み
る

時
間
表
現
で
あ
る
。
阮
籍
以
前
の
作
品
に
見
え
る
時
間
の
流
れ
を
喚
起
す
る
表
現
と
し
て
、「
冉
冉
」

「
忽
忽
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
冉
冉
」「
忽
忽
」
か
ら
時
間
の
流
れ
の
み
を
抽
出
し
、
そ

こ
に
写
し
取
ら
れ
た
時
間
の
様
相
に
注
視
し
て
い
く
と
、
過
去
か
ら
現
在
へ
、
そ
し
て
未
来
に
向
か

う
一
本
の
安
定
し
た
流
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
人
々
は
そ
こ
に
身
を
置
き
、
過
去
を
ふ
り
返
り
、
未
来
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を
見
通
し
た
上
で
、
現
在
を
生
き
る
存
在
と
し
て
詠
わ
れ
る
。 

こ
れ
に
対
し
、「
一
日
復
一
夕
」
は
、
現
在
に
視
線
を
据
え
、
作
中
の
主
人
公
が
今
ま
さ
に
臨
ん

で
い
る
一
瞬
一
瞬
を
言
葉
と
し
て
捉
え
た
表
現
で
あ
る
。
時
間
は
い
つ
閉
ざ
さ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
不
安
定
な
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
認
識
の
元
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
過
去
か
ら
現
在

そ
し
て
未
来
を
無
窮
に
流
れ
る
も
の
と
し
て
予
め
見
な
せ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
独
特

な
時
間
把
握
を
写
し
取
っ
た
「
一
日
復
一
夕
」
は
、
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
踏
襲

さ
れ
た
の
は
表
現
の
み
で
、
「
詠
懐
詩
」
に
現
わ
れ
て
い
た
特
殊
な
認
識
は
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
あ
る
意
味
に
お
い
て
他
者
と
共
有
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
時
間
意
識
、
生
命
意
識
を
下
支

え
と
す
る
表
現
が
独
特
な
世
界
を
構
成
し
、
阮
籍
詩
に
固
有
の
色
彩
を
与
え
た
の
だ
と
分
析
し
た
。 

第
二
章
「
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
み
る
空
間
の
特
質
㈠
」
で
は
、
空
間
に
焦
点
を
当
て
た
。「
詠
懐

詩
」
全
篇
を
と
お
し
て
、
二
つ
の
空
間
が
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
人
間
界

（
主
人
公
が
身
を
置
く
俗
世
）
と
仙
界
（
俗
世
か
ら
隔
た
っ
た
空
間
）
で
あ
る
。
空
間
も
先
行
す
る

諸
作
品
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
す
。
従
来
の
作
品
に
お
け
る
仙
界
は
お
お
よ
そ
不
老
不
死
を
実
現
で

き
る
空
間
と
し
て
で
あ
っ
た
。
人
間
界
と
仙
界
を
隔
て
る
境
界
線
は
明
確
に
存
在
せ
ず
、
主
人
公
は

両
方
の
空
間
を
行
き
来
す
る
。 

こ
れ
に
対
し
、「
詠
懐
詩
」
に
お
け
る
仙
界
と
人
間
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
・
負
、
善
・
悪
の
イ
メ

ー
ジ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
仙
界
は
ち
ょ
う
ど
人
間
界
に
お
け
る
負
、
悪
が
排
除
さ
れ
た
完
璧
な

空
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。 

続
く
第
三
章
「
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
み
る
空
間
の
特
質
㈡
」
で
は
、
主
人
公
の
逃
避
と
い
う
行
為

を
と
お
し
て
浮
か
び
上
が
る
「
場
」
に
焦
点
を
当
て
、
主
人
公
が
生
き
る
空
間
を
更
に
詳
し
く
考
察

し
た
。「
詠
懐
詩
」
は
逃
避
を
詠
っ
た
作
品
が
多
い
。
そ
う
し
た
逃
避
の
原
点
、
起
点
に
目
を
向
け

る
と
、
あ
る
一
つ
の
「
場
」
が
浮
か
び
上
が
る
。
主
人
公
は
そ
の
「
場
」
に
い
ま
身
を
置
き
、
そ
こ

か
ら
空
間
に
お
い
て
あ
る
い
は
時
間
に
お
い
て
異
な
る
世
界
―
神
仙
世
界
（
あ
る
い
は
神
仙
世
界
に

準
ず
る
隠
士
が
住
ま
う
世
界
、
方
外
、
上
世
）
へ
の
逃
避
を
志
向
す
る
。
主
人
公
が
生
き
る
「
場
」

に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
作
品
と
は
異
な
る
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。「
詠
懐
詩
」
に
先
行
す

る
「
古
詩
十
九
首
」
及
び
建
安
詩
で
は
、
生
き
る
苦
悩
と
し
て
時
間
の
推
移
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

い
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
阮
籍
詩
に
詠
わ
れ
た
苦
悩
は
、
時
間
の
推
移
だ
け
で
な
く
、
時
間
の
推
移
に
よ
っ

て
齎
さ
れ
た
不
安
定
な
「
場
」
全
体
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
時
間
に
感
じ
る
苦
痛
は
、
主
人
公
が
身

を
置
く
「
場
」
の
劣
悪
さ
と
し
て
収
れ
ん
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
空
間
把
握
で
あ
る
。
自

ら
が
生
き
る
「
場
」
を
苦
悩
に
満
ち
溢
れ
る
も
の
と
し
て
強
く
意
識
す
る
と
こ
ろ
に
作
品
と
し
て
の

特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。 
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第
四
章
「「
詠
懐
」
と
「
言
志
」
」
で
は
、「
詠
懐
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
阮

籍
詩
の
受
容
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
。
阮
籍
詩
を
め
ぐ
る
言
説
の
中
に
、
「
言
志
」
と
い
う
言
葉
が

し
ば
し
ば
顔
を
覗
か
せ
る
。
し
か
し
、
阮
籍
詩
は
「
言
志
」
と
結
び
つ
く
こ
と
な
く
、
「
詠
懐
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
呼
称
が
定
着
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、「
詠
懐
」
の
「
懐
」
に
よ
り

重
き
を
置
き
、
そ
の
意
義
を
論
じ
よ
う
と
し
た
。
本
章
で
は
「
詠
」
の
ほ
う
に
も
目
を
向
け
、
そ
れ

に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
行
為
と
し
て
の
表
出
の
特
質
に
目
を
向
け
た
。
他
者
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
な
い
、
あ
る
い
は
第
一
義
と
し
な
い
阮
籍
詩
の
表
出
が
、「
詠
」
と
い
う
文
字
に
よ
っ
て
上
手

く
表
現
し
得
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。 

第
五
章
「
六
朝
期
に
お
け
る
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
の
受
容
」
で
は
、
第
四
章
と
は
異
な
る
角
度
か
ら

阮
籍
詩
の
受
容
を
考
察
し
た
。
江
淹
と
庾
信
は
阮
籍
詩
を
対
象
と
し
た
模
擬
作
を
残
し
て
い
る
。
両

者
の
模
擬
の
あ
り
方
に
特
質
が
見
出
さ
れ
る
。
江
淹
「
効
阮
公
〔
阮
籍
〕
詩
十
五
首
」
は
、
阮
籍
詩

を
再
現
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
語
彙
、
モ
チ
ー
フ
、
構
成
を
意
識
的
に
模
倣
す
る
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
江
淹
自
身
の
思
い
、
感
慨
を
表
出
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
。
庾
信
も
ま
た
、
思
い
通
り
に
生
き

ら
れ
な
か
っ
た
自
ら
の
人
生
、
祖
国
の
運
命
を
ふ
り
返
る
作
品
群
に
「
擬
詠
懐
詩
二
十
七
首
」
と
名

付
け
て
い
る
。
と
も
に
阮
籍
詩
を
模
擬
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
模
擬
作
は
い
わ
ゆ
る
模
擬

の
規
範
の
枠
組
み
を
越
え
完
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
作
者
の
胸
懐
を
写
し
て
い
る
点
に
お
い
て
共
通

す
る
。
受
容
の
過
程
に
お
い
て
、
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
は
作
者
の
内
面
を
写
し
取
る
文
学
と
し
て
展
開

し
て
い
っ
た
様
相
が
見
て
と
ら
れ
る
。 

最
初
の
三
章
で
は
阮
籍
詩
の
表
現
に
即
し
、
そ
こ
に
現
れ
た
時
間
、
空
間
の
特
質
を
追
っ
た
。
時

間
は
よ
り
一
層
緊
迫
感
、
緊
張
感
に
溢
れ
、
空
間
（
人
間
界
）
は
負
の
要
素
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て

い
る
。
他
の
作
品
と
は
異
な
る
独
特
な
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
作
中
の
主
人
公
は
こ
う
し
た
世

界
と
向
き
合
い
生
き
る
存
在
と
し
て
詠
わ
れ
る
。
現
実
と
リ
ン
ク
す
る
明
確
な
記
号
を
何
一
つ
詠
み

込
ん
で
い
な
い
作
品
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
過
去
の
読
者
に
よ
っ
て
、「
乱
世
」
ゆ
え
生
ま
れ

た
文
学
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
た
の
は
、
「
詠
懐
詩
」
の
表
現
に
無
意
識
に
写
し
取
ら
れ
た
、
こ

の
よ
う
な
あ
る
意
味
他
者
と
は
共
有
さ
れ
な
い
固
有
の
世
界
観
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

阮
籍
が
生
き
た
正
始
と
い
う
時
代
は
、「
名
士 

全
す
る
者 

有
る
こ
と
少
な
し
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、「
名
士
」
が
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
中
国
の
長
い
歴
史
に
お
い
て
も
特
殊
な
「
乱
世
」
で
あ
る
。

阮
籍
は
そ
の
中
で
寿
命
を
全
う
し
た
数
少
な
い
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
最
初
か
ら
保
証
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
生
き
抜
い
た
結
果
で
し
か
な
い
。
「
詠
懐
詩
」
に
お
け
る
時
間
及
び
空
間
の

特
質
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
常
に
死
と
対
峙
し
な
が
ら
生
き
る
阮
籍
自
身
の
実
感
に
他
な
ら
な
い
。

第
一
章
で
見
た
「
一
日
復
一
夕
」
と
い
う
時
間
表
現
が
阮
籍
か
ら
離
れ
る
と
、
そ
こ
に
現
れ
て
い
た

緊
張
感
、
緊
迫
感
が
抜
け
落
ち
た
の
は
、
表
現
に
投
影
さ
れ
た
詠
み
手
の
体
験
が
普
遍
的
な
も
の
で
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は
な
く
、
個
別
な
も
の
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
作
品
の
中
に
生
き
る
主
人
公
が
、
た
だ
ち
に
詠
み
手

で
あ
る
阮
籍
と
し
て
読
み
取
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。 

阮
籍
文
学
が
示
す
個
性
は
、
受
容
の
過
程
に
お
い
て
新
た
な
詩
作
の
あ
り
方
と
し
て
展
開
し
て
い

く
。
阮
籍
自
身
の
実
感
を
反
映
さ
せ
た
作
品
群
が
、
内
面
を
吐
露
す
る
作
品
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、

後
世
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
「
詠
懐
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
、
ま

た
江
淹
、
庾
信
の
模
擬
作
が
示
す
模
擬
の
特
質
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。 

正
始
と
い
う
時
代
、
阮
籍
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
し
て
「
詠
懐
詩
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
、

作
者
を
め
ぐ
る
情
報
と
作
品
が
伝
え
る
情
報
が
す
べ
て
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
か
た
ち
で
「
詠
懐
詩
」

は
受
容
さ
れ
た
。
作
品
世
界
は
テ
ク
ス
ト
の
外
に
い
る
は
ず
の
阮
籍
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
、
そ
の
胸
中

を
写
し
取
っ
た
作
品
に
よ
っ
て
阮
籍
と
い
う
人
間
が
な
ま
な
ま
し
く
立
ち
現
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
阮
籍
と
い
う
人
物
の
運
命
を
抜
き
に
し
て
「
詠
懐
詩
」
は
こ
こ
ま
で
異
彩
を
放
つ
こ
と
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。「
詠
懐
詩
」
と
い
う
そ
の
苦
悩
を
代
弁
し
て
い
る
言
葉
と
し
て
の
作
品
を
抜
き
に

し
て
阮
籍
は
こ
こ
ま
で
リ
ア
ル
な
存
在
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

建
安
期
に
お
い
て
、
署
名
が
付
さ
れ
、
作
者
自
身
の
経
験
を
反
映
し
た
作
品
が
多
く
現
わ
れ
た
。

個
性
に
文
学
の
価
値
を
見
出
す
萌
芽
を
こ
こ
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
以
降
、
唐
・
杜

甫
「
語 

人
と
し
て
驚
か
さ
ず
ん
ば 

死
と
し
て
休
ま
ず
」
と
、
佳
句
へ
の
極
限
ま
で
の
追
及
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
く
。
阮
籍
文
学
を
め
ぐ
る
個
あ
る
い
は
個
性

の
顕
現
は
、
意
識
し
て
求
め
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
、
そ
の
独
特
な
世
界
認
識
を
表
現
が
無
意
識
に
写

し
取
っ
た
結
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
表
現
世
界
は
内
面
を
吐
露
す
る
文
学
と
し
て
後

世
の
人
々
に
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
阮
籍
文
学
の
有
す
る
個
性
が
や
が
て
一
つ
の
詩
作
ス
タ
イ
ル

と
し
て
定
着
し
、『
文
選
』
に
「
詠
懐
」
と
い
う
部
立
て
が
立
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
受
容
の
過
程
に

お
い
て
、
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
は
文
学
に
新
た
な
可
能
性
を
加
え
た
の
で
あ
る
。 

   
                                        

          

 

注 

一 

前
掲
和
田
英
信
氏
「
建
安
文
学
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。 


